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北海道東川町 

「写真の町」ひがしかわ 
株主制度について 
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平成28年2月１１日（木） 
 品川インターシティホール 

旭川空港から車で15分 

ＪＲ旭川駅から車で30分 

東川町の人口8,110人（平成28年1月末日） 

 

参考：H7国調7,211人 H12国調7,671人 

    H17国調7,701人 H22国調7,859人 

北海道 上川郡 東川町 

東川町のシンボル 大雪山連峰の主峰  

（旭岳2,291ｍ） 
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「写真の町」 

東川の未来を共に創る株主制度 
○ひがしかわ株主制度＝「東川の未来を共に創造する株主制度」 
○東川町を応援する人が、町が掲げる「ECOプロジェクト（森づくり）」等の７つの
社会的投資事業に対して投資。 

○投資目標を達成した事業は町が実施。 

事業に参加 

（投資） 

価値向上･元気 

（活性化） 

優待･感謝･感動 

（配当） 

循環型東川応援制度 

『東川町の未来を共に創る株主制度』 
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寄附者 

（株主） 
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町予算 

投資予算 

株主は投資先として提
示された東川町の事業
に対して投資します。 

･写真の町プロジェクト 

･ECOプロジェクト 

ほか 

東 川 町 

株主優待 

まちづくり参加意識の醸成･事業達成感･事業直接参加etc 

税控
除 

町の成長と価値を高め、東川町の応援者と交流人口の増加へと繋げる。 

特別町民 

 ・町に投資頂いた方 ＝ 町の株主（実施される事業に直接参加可能） ＝ 特別町民（町外の株主） 
 ・投資された事業は実施目標金額に達すると、町が事業実施 

 ・投資はふるさと納税における寄付として扱われる 

 ・株主には、様々な特典がある 

株主（応援者） 

投資対象事業 

投資(寄附) 

株券(町民証) 
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参加の仕組み 

 

 ･写真の町整備事業（目標金額２億円） 
 ・オーナーズハウス建設（ 〃 ３千万円） 
 ・写真甲子園映画化事業（ 〃 １億２千万円） 

事業実施 
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事業実施 

事業実施 

・自然散策路整備事業（目標金額５０万円） 
・ひがしかわワイン事業（目標金額５０万円） 

・水と環境を守る森づくり事業（目標金額５０万円） 

・オリンピック選手育成（目標金額５００万円） 
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町外の株主には 

「特別町民認定書」 
も贈呈 

株主全員に株主証を 

贈呈 

株主証を提示すると 

様々な特典が受けら 

れる。 
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8 １万円以上の投資で年６泊まで無料で宿泊可能な施設 

株主さんのための宿泊施設 

 ふるさと交流センター 

株主同士が集えるサロン 
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ECOプロジェクト：水と環境を守る森づくり事業 

東川deエコ事業 

（Ｈ21、22、23、24、25、26実施） 
（Ｈ27年10月18日実施） 
町内外の株主へ案内 

・町民との交流 

・歓迎昼食会 

・陶芸等体験 

 

植樹に参加した株主は、 

自分で植樹した木々の 

成長に興味を持つことで、 

東川との心の繋がりが 

作られる 

H27は株主総会を同時に開催 

9 

10 

●農業の町として出来秋には、いちは
やく大地の恵みを味わっていただく。 
 
●稲やじゃがいも等の成長をお知らせ
し、オーナーとして収穫時期までの楽
しみを感じてもらう。 
 
●株主ファーム通信を年５回発行し、
遠方にお住まいの方にも東川町を身近
に感じてもらう。 
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●東川町の天然酵母を使用し、 
 純ひがしかわ産にこだわり生産 
 
●平成25年から中澤一行氏（ナカザワ
ヴィンヤード/岩見沢市）、ブルース・
ガットラブ氏（10Ｒワイナリー/岩見
沢市）の栽培指導を受け栽培し、収穫
した葡萄（セイベル）を１０Ｒワイナ
リーで醸造しています。 
 
●ワイン通信の発行と、少量生産で株
主でなければ購入できないこととした 

投資の実績 
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単位：千円 
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投資額

写真の町事業 オーナーズハウス建設 オリンピック選手育成

安田侃モニュメント 水と環境を守る 自然散策路整備

東川ワイン 写真甲子園映画化

11,514

事業の実施例 

 

「帰門」（きもん） 
素材：ブロンズ 

｢意心帰｣(いしんき) 
素材：白大理石 16 



9 

事業の実施例 
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ふるさと岩手応援寄付について 

1 

① 自然環境保護 

② 伝統文化や芸術文化 

③ 人材育成・子育て支援 

④ 安全・安心な生活 

⑤ いわて国体 

⑥ 災害復旧等対策 

⑦ 「いわての学び希望基金」 
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震災遺児・孤児のための給付金事業 

被災地の子どもたちの修学支援・部活動支援 

                                など 
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いわての学び 

希望基金 

79% 

災害復旧 

13% 

その他 

8% 

件数ベース 
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リピーター 

76.9% 

初回 

23.1% 

件数ベース 
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ひと・活動・地域をつなぐ 

宮代町 

埼玉県宮代町 

人口 33,602人（2/1現在） 
面積 15.95㎢ 
ｽｶｲﾂﾘｰ駅まで電車で約40分 
東京駅まで電車で約１時間 
 

宮代町の概要 
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行政 

メニューを提示 

補助 

市民活動団体 

市民活動団体 

補助 

メニューを提示 

行政 市民 
 

トラスト地整備後 

事業概要について 
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町のホームページより 

寄付 

活動報告 

共感 
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Fin 



かわらぬ応援を…そしてさらにまたつぎも応援いただけるように 

～～ 応援いただける気持ちに 精一杯応える取り組み ～～ 

岐阜県 笠松町 20160211 

 

１．笠松町の概要 

 岐阜県羽島郡笠松町は、岐阜県の南西

部に位置し、岐阜市、各務原市、羽島市、

岐南町に隣接し、木曽川を隔てて一宮市

(愛知県)と接する県境の町。木曽川右岸

に沿って帯状に広がる肥沃な土地で、  

西に養老山脈と伊吹山、北には金華山、

さらに御嶽山などが眺望できる濃尾平

野の北東部に位置している。北部の境川、

南部の木曽川に挟まれた旧輪中地帯の 

一部となっている。 

町の面積 10.30km²のうち、おおよそ  

3 分の 1の面積を木曽川が占める。 

かつての笠松は、木曽川流域最大の舟運の中継地「笠松湊」を中心に、岐阜と名古屋を結ぶ交通の要

衝、産業・文化の重要な地となり、江戸時代には「美濃郡代笠松陣屋」が置かれた。明治には、この陣

屋が 「笠松県庁」さらに「岐阜県庁」となり、岐阜県政“発祥の地”でもある。 

平成 28 年(2016)1 月 1日の人口は 22,550 人(男 10,860 人、女 11,690 人)で、世帯数は 8,688 世帯。 

1 km²当たりの人口密度は、2,189.3 人で、県内でも有数の人口密集地となっている。 

 

２．かさまつ応援寄附金(ふるさと納税)の概要 

 

時  期 内   容 

平成 20年 ４月 「地方税法等の一部を改正する法律」により、『ふるさと納税』制度開始 

9月 『かさまつ応援基金』を設置（平成 20年条例第 19 号） 

12月 寄附に際し、5,000 円以上の寄附者へお礼の品(２品)を送付 

17 事業者が協力(1事業者 1品)。「ふるさとかさまつ宅配便」カタログにて紹介。 

平成 23年 ４月 平成 22 年分の所得税から、寄附金控除の適用下限が変更（5,000円→2,000円） 

お礼の品を【5,000 円以上１品（１万円以上２品）】に変更 

９月 クレジットカードによる納付を、“県内市町村初”で受付開始 

平成 24年 ６月 ふるさとかさまつ宅配便「パートナー事業」開始。事業者からの応募方式を採用。 

平成 26 年 10 月 『かさまつ応援基金』を活用し、笠松町公共施設巡回町民バスを２台購入 

平成 27 年 ６月 『かさまつ応援基金』を活用し、ＬＥＤ街路灯(3,100 基)を購入。(年度内に工事完了) 

８月 ・お礼の品の上限数の拡大（最大２品→４品）に伴い、「パートナー事業」も拡大 

（寄附金額に相応した４ランクの品、１事業者から複数の応募が可能） 

・岐阜工業高等学校デザイン工学科３年生 10 名が、お礼の品「ふるさとかさまつ宅配便」 

共通マークを考案（H27.8.6 事業者向け発表会開催）→直径６cmのシールを作成、事業者が貼付。 

   お礼の品「ふるさとかさまつ宅配便」のパートナー事業者数 ４２事業者＜計 71 品＞ 

 

「ふるさと笠松を愛し、ふるさと笠松の未来に向けて笠松町を応援しよう」とする皆様の寄附は、寄附

時点での使途の選択方式は採用せず、すべて『かさまつ応援基金』に積み立て、後世に残る財産に活用

している。これは、既存の事業に対する寄附金充当という予算配分に終わらせない仕組みを構築するた

めであり、寄附された方が実際に笠松町を訪れ「見ていただける形」に残している。 

 なお、平成 28年度導入予定の「企業版ふるさと納税」に対応するため、平成 27 年 10 月の「笠松町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づいた寄附募集も実施予定。 

 

  「かさまつ応援基金」現在高  40,602,539 円 （平成 27年 4月 1日時点）   

※ 平成 27 年度事業への基金取崩し、平成 27 年度分の寄附金積立は平成 28年３月に実施。  

面積 10.30km² 
海抜 10.81ｍ 

北緯  35 度 22 分 2 秒 
東経 136 度 45 分 48 秒 



３．かさまつ応援寄附金(ふるさと納税)の寄附状況（平成 28年１月末時点） 

  

年度 
合計 うち県内 うち県外 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 

H20 20 605,000 17 515,000 3 90,000 
H21 14 347,888 13 322,888 1 25,000 
H22 85 1,673,001 15 303,000 70 1,370,001 
H23 110 1,395,140 26 425,140 84 970,000 
H24 464 5,000,998 62 1,029,443 402 3,971,555 
H25 3,550 29,058,245 148 1,737,000 3,402 27,321,245 
H26 5,022 36,931,001 238 2,134,000 4,784 34,797,001 
H27 5,463 49,820,050 315 3,850,000 5,148 45,970,050 

計 14,728 124,831,323  834 10,316,471 13,894 114,514,852 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 平成 27年度の寄附者のうち２６％は、今までにも ご寄附をいただいている。 

 

４．かさまつ応援寄附金(ふるさと納税)の申込方法および入金方法 

（平成 27年度 平成 28 年１月末までの件数） 
申込方法 件数 

 
入金方法 件数 割合 参考 

役場窓口 117 → → 窓口納付 117 2.1% FAX とﾒｰﾙによる申込みが急増 
(H25… FAX 349 件、ﾒｰﾙ 187 件) 
(H26… FAX 341 件、ﾒｰﾙ 107 件） 

これを受け、H26.9 月寄附者の 
利便性向上のため、町ホームページに 
Web 申込フォームを追加 <独自ｼｽﾃﾑ> 

ＦＡＸ 164 
 納付書 21 0.4% 

メール 19 
 

郵送 23 
 

銀行振込 17 0.3% 
Web 申込ﾌｫｰﾑ 1,010 

 

 郵便振替 2,205 40.4% 
平成 24 年 6 月から 
(独自様式は平成 26年４月から) ゆうちょ銀行(兼 入金) 1,027 → → 

クレジットカード決済 3,100 → → クレジットカード 3,100 56.7% 平成 23 年 9 月から<代行業者㈱ｴﾌﾚｼﾞ> 
現金書留 3 → → 現金書留 3 0.1%  

計 5,463 
 

計 5,463 100%  

 ※電話等による「パンフレット送付」希望者 668 件(平成 27年度)  その後の寄附率 81% 

 ※平成 27 年ワンストップ特例制度に基づく「要請」1,559 件(実際の申請 818 件) 通知先団体 358 

 

５．かさまつ応援寄附金(ふるさと納税)の取組は・・・ 

 
 笠松町では、ふるさと納税創設年から感謝の気持ち「ふるさとかさまつ宅配便」をお届けしている。
年々寄附件数が増える中、お礼の品を大きく扱う雑誌やＷｅｂサイトへの広告代は一切かけず、寄附者
の声に耳を傾け、寄附者の利便性の向上に努めてきた。また、問合せの電話等への即日パンフレット  
送付、申込者への手打ちによる返信メール、お礼状には全て職員が手書きでコメントを添えるなど、感
謝の気持ちをどのように表現するかを日々考え取り組んでいる。 
全国から応援いただける皆様への感謝の気持ちとして、民と官が一丸となり、パートナー事業者は  

入金確認後１週間以内にお礼の品を発送し、町職員は常に迅速な対応を心がけてきた。 
平成 27 年度、このふるさと納税の取組を知った笠松町にある岐阜県立岐阜工業高等学校の生徒 10名

から【笠松町と寄附者の皆さんを結ぶ「何か」を作りたい】との提案が… 続きは「事例発表」にて。 
 

■発表者 岐阜県立岐阜工業高等学校 デザイン工学科 ３年 ビジュアルデザインコース 
小岐須あすか、志水美緒、鈴村奈々、高井悠理菜、鶴見宥依、寺田有利、中村香織、野呂瀬彩乃、平光瞬、若村咲弥 

参考：平成 26 年度実績（5,022 件）の 

申込者の所在地<都道府県別> 

■1000 件以上 …1 (東京都) 

■200～999 件 …8 

■50～199 件 …10 

■1～49 件  …28 

 

選択可 


